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組織・個人パフォーマンスモデルの研究
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跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 22 号　2016 年 7 月 25 日
─　　 ─4
３．１．2013 年度調査データの概要
• 調査時期：2013 年 11 月 18 日（月）～ 20 日（水）
• 調査目的：経年でモチベーションのベンチマーク値取得。
•  方法：クロス・マーケティング社の 20 代～ 60 代就業者（正規、非正規）モニターへのインター
ネット調査。個人情報の取得はない。




























































•  調査時期：2015 年 11 月 2 日（月）～ 4 日（水）、2016 年 1 月 19 日（火）～ 21 日（木）
•  調査目的：経年でモチベーションのベンチマーク値取得。
•  方法：クロス・マーケティング社の 20 代～ 60 代就業者（正規、非正規）モニターへのインター
ネット調査。個人情報の取得はない。
•  サンプリングの方法：就業者（正規、非正規）。会社規模 5,000 ～ 9,999 人を最低 1,000 回答。1
万人以上を最低 1,000 回答。
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R ※ R2 調整済み R2 R ※ R2 調整済み R2
.609 .371 .370 .602 .362 .362
回帰係数 標準偏差 ｔ値 有意確率 回帰係数 標準偏差 ｔ値 有意確率
（定数） .217 .018 12.29 .000% （定数） .267 .017 15.48 .000%
スキル総合 .050 .011 4.54 .001% スキル総合 .039 .011 3.63 .029%
コンビテンシー総合 .143 .016 8.93 .000% コンビテンシー総合 .186 .016 11.92 .000%
仕事のやりがい .155 .014 11.00 .000% 仕事のやりがい .190 .014 13.81 .000%
職場の活気 .162 .016 10.33 .000% 職場の活気 .110 .015 7.16 .000%
上司信頼度 .055 .013 4.31 .002% 上司信頼度 .047 .013 3.78 .016%
不都合な事実の報告しやすさ .108 .014 7.57 .000% 不都合な事実の報告しやすさ .125 .014 8.93 .000%





































仕事のやりがい 0.336 0.446 1.000
職場の活気 0.294 0.414 0.596 1.000
上司信頼度 0.231 0.310 0.466 0.576 1.000
不都合な事実の報告しやすさ 0.278 0.355 0.413 0.532 0.530 1.000
人事制度満足度 0.166 0.196 0.436 0.479 0.478 0.390 1.000
個人の成果 0.307 0.395 0.486 0.507 0.423 0.423 0.409 1.000
個人の成長 0.314 0.427 0.497 0.477 0.402 0.422 0.361 0.755 1.000
やる気 0.275 0.383 0.644 0.566 0.481 0.485 0.493 0.544 0.547 1.000
組織の成果 0.264 0.328 0.443 0.541 0.484 0.462 0.445 0.694 0.584 0.500 1.000
組織の成長 0.253 0.342 0.433 0.551 0.486 0.476 0.451 0.697 0.651 0.513 0.749 1.000
※　全て 1% 水準で有意 （両側）。0.4、0.5、0.6 を境に色を変えている 
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特に楽観度の高い 129 人を採用した。2 年間の追跡調査結果、1,000 人のうち特性診断テストで
楽観度の高い上位半分の契約取得率は、下位半分の取得率より８％高かっただけであるが、2 年
目は 31％上回る実績を残した。本来不採用の 129 名は、1 年目は、1,000 人の楽観度下位半分を











R ※ R2 調整済み R2 R ※ R2 調整済み R2
.644 .415 .414 .636 .405 .404
回帰係数 標準偏差 ｔ値 有意確率 回帰係数 標準偏差 ｔ値 有意確率
（定数） .167 .017 9.68 .000% （定数） .205 .017 11.97 .000%
コンビテンシー総合 .195 .014 13.91 .000% コンビテンシー総合 .220 .014 15.79 .000%
仕事のやりがい .147 .013 11.36 .000% 仕事のやりがい .202 .013 15.67 .000%
職場の活気 .193 .015 13.23 .000% 職場の活気 .156 .015 10.72 .000%
上司信頼度 .050 .012 4.19 .003% 上司信頼度 .053 .012 4.50 .001%
不都合な事実の報告しやすさ .099 .014 7.12 .000% 不都合な事実の報告しやすさ .072 .014 5.21 .000%
人事制度満足度 .157 .011 14.91 .000% 人事制度満足度 .121 .010 11.54 .000%
４．２．２．場力と個力のバランス
以降は、表 2 の 2015 年データの設問のうち「個力」「主に場力」項目から代表指標を除いた






モデル当てはまりが改善していること（表 3 と表 5 参照。また、個人の成果の説明モデルで、ス
キル項目を加えた 121 項目で R は 0.697、個人の成長で 0.675 であるのに対し、スキル項目を含









組織の成果に寄与する 20 項目中「個力」が４項目、「場力」が 16 項目、組織の成長にはそれ
ぞれ 2 項目、18 項目となった。組織パフォーマンス向上のポイントは「場力」であるという仮
説は検証された。
個人の成果には「個力」9 項目、「場力」11 項目とバランスよく寄与していることがわかる。
個人の成長にはそれぞれ 13 項目、7 項目と個力の方の寄与度が高い。個人のパフォーマンスに
おいても「場力」が比較的多く、仮説を修正している。
表６．場力と個力の寄与状況（項目数）
　 組織の成果 組織の成長 個人の成果 個人の成長
個力 4 2 9 13
場力 16 18 11 7
４．２．３．組織パフォーマンスの要因分析
表７は、2 つの回帰モデルを、回帰係数で並べ替え、上位 20 項目のみを抽出し、カテゴリー ご
とに再構成したものである。再構成の基準は、「場力」、「個力」、および、「コアコンピテンシー」「目標・
ビジョン」などカテゴリー である。表の上半分に「個力」項目を、下半分に「場力」項目としている。
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R R2 調整済みR2 R R2 調整済みR2

















（定数） .040 .022 1.82 6.9% .042 .022 1.94 5.2%
個力 コアコンピテンシー
コ］チャレンジ
姿勢 新たなことにチャレンジしようとしている .072 .018 4.02 0.0%
個力 コアコンピテンシー コ］学習 自ら学び、スキルを向上している .039 .015 2.53 1.2%
個力 組織成果コンピテンシー コ］場作り
相手と本音で話せる話しやすい関係作りを
している .064 .018 3.56 0.0%
個力 組織成果コンピテンシー コ］フロー
優先順位の高い取組みに、たびたび没入・
集中している .056 .020 2.76 0.6%
個力 組織成長コンピテンシー コ］品質意識 品質向上を図ろうと意識している .041 .021 1.99 4.6%
個力 成果系法令遵守 法］法令等遵守 ○
あなたは、法令や社内ルールを遵守して仕




















について積極的に議論、検討をしている .076 .018 4.30 0.0% .044 .017 2.55 1.1%
場力 目標・ビジョン 上］ビジョン明示 ○
あなたの直属上司は、会社や職場のビジョ
ン・方針を明確に示している .072 .018 3.93 0.0%
場力 適性理解配置
人］能力・
適性配置 ○ 自分の能力・適性にあった配置になっている .075 .015 5.13 0.0% .078 .015 5.37 0.0%
場力 適性理解配置 上］能力性格理解 ○
あなたの直属上司は、部下一人ひとりの持










題を見える化し、関係者全員で共有している .066 .019 3.40 0.1%
場力 上司行動 法］迅速・真摯な対応職場
あなたの職場では、ささいなものでも、トラブルや
ヒヤリハットに素早く、かつ、きちんと取組んでいる .039 .018 2.11 3.5% .071 .018 3.91 0.0%
場力 育成風土 職］職場での相互啓発風土
あなたの職場では、互いに刺激しあい知識
や能力を啓発しあう風土がある .072 .020 3.60 0.0%
場力 育成風土 職］職場での技術伝承
あなたの職場には、技術・ノウハウ等をしっかり
と指導できる人がおり、十分に伝承されている .040 .017 2.35 1.9%
場力 育成風土 職］職場の人材育成 ○
あなたの職場では、メンバーの成長を重視
し、人材育成に積極的に取り組んでいる .043 .018 2.36 1.8%
場力 上司行動 上］声かけ あなたの直属上司は、日頃からよく声かけを行っている .055 .017 3.13 0.2% .049 .017 2.85 0.4%
場力 上司行動 上］報連相への対応
あなたの直属上司は、部下からの報告・連絡・
相談に的確に対応している .047 .020 2.35 1.9%
場力 上司行動 上］人材育成姿勢 ○ あなたの直属上司は、部下の成長を重視し、人材育成に積極的に取り組んでいる .055 .021 2.56 1.0%
場力 上司行動 上］責任ある意思決定 ○
あなたの直属上司は、責任を持って意思決
定を行っている .060 .021 2.84 0.4% .056 .021 2.66 0.8%
場力 法令遵守 法］職場でのルール遵守
あなたの職場では、一人一人が社内ルール
を遵守していると感じる .057 .019 3.02 0.3% .072 .019 3.86 0.0%
場力 法令遵守 法］不必要なルールの見直し
あなたの職場では、必要でないルール・書
類について、見直しする場を設けている .059 .016 3.78 0.0%
場力 法令遵守 法］上司の法令等理解
あなたの直属上司は、業務に関連する法令










準にある .069 .015 4.77 0.0% .050 .014 3.46 0.1%
場力 評価・納得感
人］人事評価への









































































を PM 型項目として定義し、検証を行った。結果として「目標・ビジョン」の PM 項目が組織
の成果に貢献していることを示した。
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の前で誇張や粉飾はできない。・・・03 年には 360 度評価も取り入れた。上司、同僚、部下から
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R R2 調整済みR2 R R2 調整済みR2

















（定数） -.007 .021 -0.34 73.2% .043 .022 1.97 4.9%





している .050 .018 2.85 0.4% .036 .018 1.95 5.1%
個力 コアコンピテンシー コ］整理・分析 ○
相手の本音を整理・分析し、問題の真因を
導き出している .041 .020 2.07 3.9% .037 .021 1.74 8.2%
個力 コアコンピテンシー コ］学習 自ら学び、スキルを向上している .045 .015 2.94 0.3%
個力 個人成果コンピテンシー コ］組織貢献意識
組織の目標達成に向けて貢献できるよう努
力している .063 .020 3.13 0.2%
個力 個人成果コンピテンシー コ］ストレス耐性
厳しいプレッシャーの下でも冷静に対処し
ている .043 .015 2.88 0.4%
個力 個人成長コンピテンシー コ］合意形成
相手との納得感のある合意を引き出してい





ている .061 .021 2.93 0.3%
個力 個人成長コンピテンシー コ］遂行力
自分の担当業務を最後までやりきろうとし
ている .042 .024 1.75 8.1%
個力 個人成長コンピテンシー コ］問題解決
相手の課題を発見し、その解決を支援して





仕事が世の中のために役立っていると思う .055 .016 3.39 0.1% .069 .017 4.10 0.0%
個力 会社・仕事の意義
仕］仕事での創










も、主体的に取組んでいる .084 .017 4.90 0.0% .061 .018 3.39 0.1%
個力 成果系法令遵守 法］法令等理解
あなたは、自分の担当業務に関連する法令

























る .088 .014 6.23 0.0% .106 .015 7.19 0.0%
場力 適性理解配置 上］能力性格理解
あなたの直属上司は、部下一人ひとりの持















ヤリハットに素早く、かつ、きちんと取組んでいる .046 .018 2.52 1.2%
場力 上司行動 上］声かけ あなたの直属上司は、日頃からよく声かけを行っている .053 .017 3.17 0.2%
場力 上司行動 上］人材育成姿勢 あなたの直属上司は、部下の成長を重視し、人材育成に積極的に取り組んでいる .048 .022 2.21 2.7%
場力 上司行動 上］責任ある意思決定
あなたの直属上司は、責任を持って意思決
定を行っている .044 .021 2.09 3.6%
場力 法令遵守 法］不必要なルールの見直し
あなたの職場では、必要でないルール・書
類について、見直しする場を設けている .042 .015 2.82 0.5%
場力 法令遵守 法］「ばれなければ良い」気風
あなたの職場では、何事も「ばれなければ





準にある .047 .014 3.35 0.1%
場力 評価・納得感
人］人事評価へ
の納得感 ○ あなたは、自分の評価結果に納得している .061 .016 3.76 0.0% .047 .017 2.79 0.5%
※「共通」とは、「成果」「成長」ともに上位 20 位以内の要因。
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　以下、組織の成果、組織の成長、個人の成果、個人の成長の 4 モデルのうち 3 つ以上のモデ
0585713 v01 跡見学園女子大学_マネジメント学部紀要 第22号.indb   17 2016/07/20   9:35:16


































































仕］業務目標の明確さ 0.431 0.636 1.000
職］チャレンジ・改善職場風土 0.443 0.554 0.524 1.000
上］声かけ 0.323 0.437 0.418 0.510 1.000
上］能力性格理解 0.343 0.468 0.444 0.558 0.753 1.000
上］責任ある意思決定 0.329 0.469 0.464 0.523 0.742 0.789 1.000
法］迅速・真摯な対応職場 0.376 0.451 0.453 0.550 0.462 0.501 0.489 1.000
人］能力・適性配置 0.297 0.426 0.438 0.473 0.472 0.508 0.495 0.455 1.000
人］人事評価への納得感 0.235 0.407 0.374 0.451 0.471 0.512 0.491 0.395 0.672 1.000
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